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図6.電子状態密度の各分枝からの寄与
と総和｡
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図7.格子振動数スペクトルの各分
枝からの寄与と総和｡
研究会報告
平滑化されたDOSにおいては分数関数 【q+(a/2)-Pn]hlが各分枝からの寄与を示して
いる｡図6の太線は総和を示しており､分枝が新しく加わった点で微係数が不連続となっ
ている｡サイズの増加にともない連続的となりJiに比例レ マルクのDOSとなる｡図7の
FSの場合､各分枝からの寄与は直線群【71+(a/2)-Pn]となり､それらの総和は2次曲線
を形成する｡新 しい直線が付加される点において微係数は不連続となるが､サイズの増
加にともなって連続的なa12依存性が得られる｡これは､バルクの格子振動数スペクトル
に対応する｡
9.籍鎗
メゾスコピック系の場合､離散的な状態変数の一部を連続変数に置き換えることで状
態のサイズ依存性を明らかにできることを､電子状態密度ならび格子振動数スペクトル
について示した｡これは､微小系では状態変数を離散値､バルク系においては連続値と
して固有状態を記述することから､メゾスコピック系が微小系とバルク系の中間に位置
することを反映している.またサイズの増加にともなって電子状態密度がJi､格子振動
数スペクトルにおいてはa12に徐々に近づく状況を明らかにした｡
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